
2. 車両に要求されるハーネス形態

近年の車両の高機能化から車両内の回路数が爆発的に増大し

て今では2000回路を越える車両も珍しくなくなってきた。

ハーネスは電線の束をテープで束ねた形であるため，寸法の

ばらつきが大きく他の構造部材と一桁萎 ｀ Vも

前者は従来の形態で可能であり，多くの回路数でも対応可能

である。後者は，フラット型回路形態が必要となり，回路数も

好ゐ

アップが最大の欠点である。

後者に関しては，導体を平たくしたFFC�



に使用するには折り曲げる等の加工が必要となる。

今回我々は，薄型化の効果を最大限発揮するために，また，

将来の補機機能融合を見据えて平角導体のFFCを選択した。

5. ルーフモジュール用FFCハーネスの開発概要

5.1 開発の狙い

前項で述べた背景の中，開発を進めていたFFCハーネスが

トヨタ自動車殿で展開を計画していたルーフモジュールの思想

に一致し，共同で開発する動きとなった。当時トヨタ自動車殿

では，アルテッツァとは異なる車種でルーフハーネスのモジュ

ール化が一般的な電線のハーネスを使って検討を進められてい

た。その車種は，フルモデルチェンジのため，ボデー形状を変



ース等で保護するのではなく，クロスジョイントを上下からフ



FFCの場合は，挟み込まれても影響がないのでボデーの変

更も不要である。特にヘッダー部のブレスは強度にも大きく影

響するものであり，不要な凹凸はその性能に大きく影響するた

め，FFCのような形態はメリットが大きい。


